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第２回ワークショップ 中心市街地や営林署を訪れる人
• 場所のイメージを具体化するために「特にどんな人が中心市街地や営林署跡地に来るとよいか」が議論されまし
た。

• 中心市街地及び営林署跡地にはまず町民が訪れ利用することが望ましいと考えます。その中でも特に、子ども、
若者、子育て世代など若い人が訪れる場にすることを重視します。

• また町の若い人たちに続いて、他の世代の人々や、周辺市町村からの来訪、国内観光客の来訪、外国人観光客の
来訪などを促します。

グループ どんな人に来てほしいか

１班 • 町民（特に若い人）

２班
• 町民（特に子ども、若者、子育て世代）が最優先
• 観光客は町民の次に重要

３班
• まずは町民（全世代）が優先
• ２番目に転入者、３番目に観光客が重要

４班
• まずは町民（特に乳幼児や小中高生）に来てもら
う

• 他の世代、観光客、外国人への波及効果に期待

５班
• 町民（特に子どもやお年寄り）が重要
• 観光客や町外の人にも注目

• まず町民の来訪・利用
• 特に若い人の来訪・利用
を重視

• 続いて他世代・周辺市町
村・観光客など
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第２回ワークショップ 中心市街地や営林署における活動
• 中心市街地に訪れる人々（特に若い人）の活動としては、体を動かして遊んだり、入浴したり、交流したり、町について知ることが
できるとよいと考えます。

• また町内観光の拠点として利用者にお金を落としてもらい、経済活動を促すことも重要です。

グループ どんな活動をしていると良いか

１班 • 防災・安心、コミュニティーづくり、楽しむ、くつろぐなど
様々な活動が挙げられるが、特に「入浴」に注目

２班 • 体を動かすことに関連する活動（遊ぶ、運動するな
ど）に注目する意見が多い

３班

• まずは町民が弟子屈の歴史や自然について知るの
が重要

• 銭湯などはコミュニティや憩いの場として機能するので
はないか

４班 • 遊べること、人が交流すること（子供同士、多世代、
町外の人など）、経済活動等が重要

５班
• 町内の人が一日過ごせるような場所
• 町内観光や商業活性化等の観点にも注目

• 運動する
• 入浴する
• 交流する
• 町について知る
• 一日過ごす
• 経済活動をする


